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平成 28 年 3 月期第 2四半期累計期間における業績予想と実績値との差異 
及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

平成 27年 5月 11日に公表いたしました平成 28年 3月期第 2四半期累計期間(平成 27年 4月 1日～

平成 27 年 9月 30 日)の業績予想と本日公表の実績値において差異が生じましたので、下記のとおりお

知らせいたします。また、 近の業績動向を踏まえ、平成 28 年 3月期の通期の業績予想につきまして

も、下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．業績予想と実績値との差異 

平成 28 年 3月期第 2四半期累計期間 連結業績予想と実績値との差異 

(平成 27 年 4 月 1日～平成 27 年 9 月 30 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 

前回発表予想(Ａ) 204,000 800 △200 △800 △11 円 44 銭

実  績  値(Ｂ) 216,097 △870 △2,887 △3,399 △48 円 60 銭

増  減  額(Ｂ－Ａ) 12,097 △1,670 △2,687 △2,599 ─

増  減  率(％) 5.9% ─ ─ ─ ─

(ご参考)前期第2四半期実績 

(平成27年3月期第2四半期) 
206,078 1,832 468 △128 △1 円 83 銭

 

 

２．平成 28 年 3 月期第 2四半期業績予想と実績値との差異の理由 
 売上高につきましては、得意先の生産台数が想定を上回り、為替相場が想定よりも円安となった

ことなどから、業績予想を上回りました。営業利益については、日本セグメントにおいて製品構成

が想定よりも悪化したこと、作業屑売却市況が想定を下回ったことに加え、下半期から生産が開始

される製品の生産準備費用等が発生したことなどから営業損失となりました。また、経常利益、四

半期純利益については、営業利益悪化要因に加え、為替差損が発生したことなどから前回予想を下

回る結果となりました。 

 

 



 

３．業績予想の修正 

平成 28 年 3月期 通期 連結業績予想の修正 

(平成 27 年 4 月 1日～平成 28 年 3 月 31 日) 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

前回発表予想(Ａ) 421,000 3,800 2,100 500 7 円 15 銭

今回修正予想(Ｂ) 433,000 3,100 500 △1,100 △15 円 73 銭

増  減  額(Ｂ－Ａ) 12,000 △700 △1,600 △1,600 ─

増  減  率(％) 2.9% △18.4% △76.2% ─ ─

(ご参考)前期実績 
(平成 27 年 3 月期) 422,874 4,367 2,116 1,039 14 円 86 銭

 

４．平成 28 年 3 月期通期業績予想の修正の理由 
 通期の業績予想につきましては、下半期より生産を開始する製品が収益に寄与いたしますが、第

2 四半期累計期間までの実績値及び当社グループを取り巻く経営環境を考慮して前回公表した数値

を修正いたします。 

 

 

以 上 


